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「
国
際
中
堅
企
業
」の
登
場

　
　
　

地
場
産
地
企
業
の
発
展
の
道
筋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

～
松
井
ニ
ッ
ト
技
研
～

生
糸
お
よ
び
絹
織
物
は
明
治
期
日
本
の
殖
産
興
業

の
基
幹
輸
出
産
品
と
さ
れ
、
各
地
に
輸
出
産
地
を
形

成
し
て
い
く
。
綿
織
物
、
毛
織
物
産
地
も
成
長
し
、

繊
維
産
業
は
日
本
の
輸
出
産
業
と
し
て
「
富
国
強

兵
」
政
策
を
支
え
た
。
太
平
洋
戦
争
後
、
独
立
を
手

に
し
た
東
ア
ジ
ア
の
国
々
は
縫
製
業
か
ら
さ
ら
に

外
資
導
入
な
ど
に
よ
り
繊
維
産
業
の
生
産
力
を
高

め
国
際
市
場
に
参
入
し
て
い
く
。
低
価
格
競
争
に
対

抗
し
得
な
い
日
本
の
繊
維
産
地
企
業
は
業
種
転
換
、

海
外
生
産
移
管
、
閉
業
な
ど
に
向
か
い
、
織
物
産
地

も
縮
小
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

約
千
三
百
年
の
歴
史
が
あ
る
と
さ
れ
る
群
馬
県
桐

生
産
地
も
繊
維
関
連
事
業
所
の
転
廃
業
が
続
き
、

輸
出
産
地
と
し
て
の
役
割
は
終
焉
し
た
と
み
ら
れ

が
ち
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
「
独
自

の
技
術
・
技
能
」「
自
社
製
品
開
発
」「
販
売
戦
略
」

に
お
い
て
優
位
性
を
発
揮
し
、
国
際
中
堅
企
業
へ
の

成
長
を
歩
ん
で
い
る
企
業
が
あ
る
。

桐
生
市
の
松
井
ニ
ッ
ト
技
研
は
一
九
〇
七
年
に

「
機
業
（
絹
織
物
業
）」
を
創
業
し
「
銘
仙
（
先
染
糸
を

素
材
と
し
た
大
胆
な
色
柄
の
絹
織
物
）」を
扱
っ
た
。戦
後
、

和
装
需
要
の
縮
小
を
見
越
し
て
縦
編
機
を
導
入
し
、

織
物
か
ら
編
物
へ
の
業
態
転
換
を
図
り
、
現
在
、

マ
フ
ラ
ー
、
帽
子
、
手
袋
な
ど
の
自
社
ブ
ラ
ン
ド

「K
N

IT
T

IN
G

 IN
N

（
ニ
ッ
テ
ィ
ン
グ
イ
ン
：
編
物
宿
）」

を
立
ち
上
げ
米
国
、
欧
州
、
日
本
の
“
デ
ザ
イ
ン
目

線
の
高
い
”
消
費
者
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

生
産
設
備
の
使
い
こ
な
し

当
社
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
基
礎
に
あ
る
の
が
、

リ
ブ
（
う
ね
）
編
み
に
よ
る
当
社
独
自
の
多
色
縦
縞

の
編
地
（
あ
み
じ
）
で
あ
る
。
世
界
で
も
オ
ン
リ
ー
・

ワ
ン
の
編
地
で
あ
ろ
う
。
約
五
十
年
前
に
製
造
さ
れ

た
国
産
機
が
、
網
目
の
肌
理
（
き
め
）
が
細
か
く
柔

ら
か
で
伸
縮
性
に
富
ん
だ
多
色
リ
ブ
編
み
を
可
能

に
し
て
い
る
。
縦
糸
の
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ
ン
と
ハ
イ
ス

ピ
ー
ド
で
大
量
生
産
を
追
求
す
る
最
新
機
種
と
比

べ
、
当
社
の
ラ
ッ
セ
ル
機
の
稼
働
速
度
は
五
分
の
一

と
い
う
旧
式
低
速
機
だ
。
ラ
ッ
セ
ル
機
の
プ
ロ
ト

タ
イ
プ
の
よ
う
な
当
社
の
設
備
は
リ
ブ
編
み
開
発

に
あ
わ
せ
て
改
造
を
重
ね
、
工
場
の
日
々
の
温
度
、

湿
度
に
応
じ
て
縦
糸
の
張
り
具
合
を
手
で
確
認
し

錘
で
調
整
す
る
、
編
み
針
の
動
作
は
ギ
ア
の
調
整
で

制
御
す
る
と
い
っ
た
熟
練
技
能
に
よ
っ
て
使
い
こ

な
さ
れ
て
い
る
。

旧
式
の
ラ
ッ
セ
ル
機
は
七
十
年
代
の
繊
維
構
造
改

善
事
業
で
大
量
に
廃
棄
さ
れ
、
今
で
は
製
造
す
る

メ
ー
カ
ー
は
な
い
。
同
機
種
が
残
っ
て
い
た
と
し

て
も
、
改
造
が
施
さ
れ
た
設
備
を
使
い
こ
な
す
長

年
の
熟
練
技
能
の
蓄
積
で
生
み
だ
さ
れ
る
当
社
の

リ
ブ
編
地
を
他
社
が
中
間
素
材
と
し
て
大
量
生
産

す
る
こ
と
は
も
は
や
困
難
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
多
色
縦
縞
の
リ
ブ
編
地
を
編
む
た
め
に

は
、
色
構
成
に
あ
わ
せ
て
縦
糸
を
セ
ッ
ト
す
る
準

備
工
程
の
「
整
経
」
が
必
要
で
あ
る
。
多
色
を
表

現
し
よ
う
と
す
れ
ば
準
備
工
程
の
手
間
が
か
か
り
、

外
注
す
れ
ば
コ
ス
ト
も
か
か
る
。
コ
ス
ト
を
吸
収

す
る
た
め
に
編
地
の
生
産
量
を
増
や
そ
う
と
し
て

も
縦
編
み
工
程
が
対
応
で
き
な
い
。
当
社
で
は
社

内
に
整
経
機
を
備
え
整
経
工
程
を
内
製
す
る
こ
と

で
多
品
種
少
量
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
生
産
に
柔
軟

に
対
応
で
き
る
態
勢
を
整
え
て
い
る
。

資
本
力
で
最
新
設
備
を
大
量
に
装
備
し
大
量
生

産
で
競
争
す
る
「
工
業
化
志
向
」
を
脱
し
、
生
産

設
備
を
独
自
化
し
て
十
分
に
使
い
こ
な
し
、
他
社

が
追
随
で
き
な
い
独
自
の
中
間
素
材
を
社
内
生
産

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
の
開
発
・

販
売
を
可
能
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ブ
ラ
ン
ド
の
立
ち
上
げ

モ
ノ
づ
く
り
に
携
わ
る
多
く
の
企
業
は
自
社
で

製
品
を
企
画
・
設
計
、
製
造
し
自
社
製
品
と
し
て

販
売
す
る
自
社
製
品
メ
ー
カ
ー
を
め
ざ
し
て
い
る
。

だ
が
、そ
の
道
筋
は
容
易
で
は
な
い
。
当
社
の
場
合
、

三
回
の
転
機
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
段
階
的
に

自
社
製
品
メ
ー
カ
ー
へ
と
転
身
し
て
い
る
。

第
一
の
転
機
へ
の
対
応
は
、
創
業
時
の
織
物
か

ら
戦
後
期
に
靴
下
、
下
着
、
マ
フ
ラ
ー
、
ス
ト
ー

ル
、
帽
子
な
ど
の
編
物
に
転
換
し
た
こ
と
で
あ
る
。

独
立
間
も
な
い
東
ア
ジ
ア
諸
国
は
工
業
化
に
着
手

（32）  
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し
た
ば
か
り
で
、
近
代
工
業
の
基
礎
が
あ
る
日
本
繊

維
製
品
の
価
格
競
争
力
は
強
か
っ
た
。「
製
造
」
に

集
中
し
問
屋
や
繊
維
商
社
を
通
じ
て
量
産
品
の
米

国
市
場
向
け
「
輸
出
」
に
注
力
し
た
段
階
で
あ
る
。

第
二
は
「
開
発
・
製
造
」
の
段
階
で
あ
る
。
米
国

へ
の
大
量
輸
出
は
一
九
五
二
年
の
日
米
綿
製
品
協

定
に
よ
る
輸
出
自
主
規
制
を
は
じ
め
、
七
二
年
に

か
け
て
行
わ
れ
た
日
米
繊
維
交
渉
に
よ
る
輸
出
規

制
お
よ
び
七
三
年
の
ド
ル
変
動
相
場
制
へ
の
移
行

に
と
も
な
う
円
高
で
日
本
の
繊
維
産
業
は
打
撃
を

受
け
る
。
当
社
は
こ
の
機
に
国
内
向
けO

E
M

（
相

手
先
ブ
ラ
ン
ド
に
よ
る
受
託
製
造
）
生
産
に
転
換
し
た
。

イ
ッ
セ
イ
ミ
ヤ
ケ
、
コ
ム
デ
ギ
ャ
ル
ソ
ン
等
の
デ

ザ
イ
ナ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
と
の
取
引
で
最
終
製
品
の

デ
ザ
イ
ン
セ
ン
ス
を
磨
く
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

ラ
ッ
セ
ル
機
を
使
こ
な
し
て
新
し
い
編
地
を
開
発

し
提
案
す
る
こ
と
で
縦
編
み
技
術
・
技
能
を
蓄
積
し

た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。

第
三
は
「
開
発
・
製
造
・
販
売
」
の
段
階
で
あ

る
。
九
〇
年
代
に
入
る
とO

E
M

相
手
先
の
ア
パ
レ

ル
メ
ー
カ
ー
が
生
産
技
術
を
高
め
た
東
ア
ジ
ア
の

事
業
所
へ
の
発
注
を
増
や
し
輸
入
品
が
急
増
し
た
。

当
社
へ
の
単
価
引
き
下
げ
の
要
求
が
強
ま
っ
た
。
こ

う
し
た
な
か
で
毎
年
、
リ
ブ
編
み
に
よ
る
新
製
品

を
「
桐
生
テ
キ
ス
タ
イ
ル
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
」「
ジ
ャ

パ
ン
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
な
ど
の
展
示
会
に
出
品

し
続
け
て
き
た
と
こ
ろ
、
九
九
年
に
縦
縞
マ
フ
ラ
ー

が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
（M

oM
A

）
の
セ
レ

ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
バ
イ
ヤ
ー
の
注

目
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
四
百
本
の
注
文
を
得
て
、

二
〇
〇
〇
年
か
らM

oM
A

ス
ト
ア
に
並
ん
だ
。
独

特
の
リ
ブ
編
み
と
大
胆
な
色
使
い
の
マ
フ
ラ
ー
は

美
術
館
を
訪
れ
る
デ
ザ
イ
ン
感
性
の
鋭
い
顧
客
を

惹
き
つ
け
完
売
し
、
立
て
続
け
に
追
加
注
文
が
入
っ

た
。
販
売
数
は
〇
三
年
か
ら
年
間
一
万
枚
を
超
え

M
oM

A

ス
ト
ア
で
扱
う
商
品
の
中
で
五
年
間
連
続

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
商
品
と
な
っ
た
。

M
oM

A

ス
ト
ア
で
高
い
評
価
を
得
た
こ
と

を
契
機
に
し
て
、
〇
五
年
に
自
社
ブ
ラ
ン
ド

「K
N

IT
T

IN
G

 IN
N

」
を
立
ち
上
げ
た
。
マ
フ
ラ
ー

と
同
様
の
デ
ザ
イ
ン
の
手
袋
、
帽
子
、
子
供
用
サ
イ

ズ
な
ど
を
揃
え
販
路
を
拡
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

価
格
決
定
権
を
握
る

海
外
（
特
に
欧
米
市
場
）
で
高
い
評
価
を
得
る
こ
と

で
、
国
内
市
場
に
お
い
て
も
改
め
て
評
価
が
確
認
さ

れ
る
と
い
う
場
合
が
多
い
。
例
え
ば
、
米
国
航
空
宇

宙
局
で
部
品
が
採
用
さ
れ
た
部
品
加
工
業
の
加
工

技
術
、
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
特
別
金
賞
を
受

賞
し
た
食
品
な
ど
。
世
界
中
か
ら
優
れ
た
デ
ザ
イ

ン
の
商
品
を
評
価
し
仕
入
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る

M
oM

A

ス
ト
ア
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
の
位
置
を
獲
得

し
た
実
績
は
、
当
社
の
製
品
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る

強
力
な
要
因
と
な
っ
た
。

自
社
ブ
ラ
ン
ド
製
品
の
販
売
戦
略
は
「
開
発
・
製

造
す
る
者
が
価
格
決
定
権
を
握
る
」
こ
と
に
お
か
れ

て
い
る
。
そ
の
た
め
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
の

は
、
寒
い
冬
が
あ
る
国
の
デ
ザ
イ
ン
感
性
の
高
い
消

費
者
で
あ
る
。

海
外
で
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
に
続
き

コ
ー
ト
ル
ド
美
術
館
（
ロ
ン
ド
ン
）、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ

タ
リ
ア
の
美
術
館
の
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
と
の
取

引
を
拓
き
、
二
〇
一
一
年
に
は
プ
ラ
ド
美
術
館
（
マ

ド
リ
ー
ド
）
の
企
画
展
向
け
商
品
を
納
入
し
て
い
る
。

パ
リ
・
グ
ラ
ン
パ
レ
の
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
の
引
き
合

い
も
入
っ
て
い
る
。
国
内
で
は
北
海
道
立
近
代
美

術
館
、
山
梨
県
美
術
館
、
群
馬
県
立
近
代
美
術
館
、

埼
玉
県
立
近
代
美
術
館
、
ポ
ー
ラ
美
術
館
、
大
原
美

術
館
な
ど
の
シ
ョ
ッ
プ
に
納
入
し
て
い
る
。

ま
た
、M

oM
A

ス
ト
ア
の
国
内
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
プ
に
も
出
品
し
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
の

ス
ト
ー
ル
、
マ
フ
ラ
ー
の
ペ
ー
ジ
に
は2,100

～

13,650

円
の
三
十
六
ア
イ
テ
ム
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

当
社
の
商
品
は
価
格
を3,150

～6,500

円
に
設
定

し
た
「Shim

a Scarf

」
ほ
か
六
ア
イ
テ
ム
で
あ
る
。

地
場
産
地
企
業
の
国
際
中
堅
企
業
へ
の
道
筋

明
治
期
以
降
の
近
代
工
業
化
の
歩
み
の
な
か
で
、

大
量
生
産
・
大
量
輸
出
に
よ
っ
て
日
本
経
済
を
先
導

し
た
産
業
が
国
際
市
場
で
の
価
格
競
争
に
押
さ
れ
産

業
転
換
、
規
模
縮
小
さ
ら
に
は
産
地
が
消
滅
し
て
し

ま
う
経
験
を
し
て
き
た
。
織
物
、
編
物
、
漆
器
、
陶

磁
器
、
鉄
器
な
ど
の
日
用
消
費
財
に
そ
う
し
た
場
面

が
多
い
。

し
か
し
、
伝
統
的
地
場
産
業
を
培
っ
て
き
た
産

地
企
業
は
、
も
は
や
国
際
市
場
で
競
争
力
を
失
っ

て
し
ま
っ
た
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
高

度
経
済
成
長
・
拡
大
生
産
を
前
提
と
し
た
製
品
企

画
・
開
発
・
製
造
・
販
売
シ
ス
テ
ム
が
日
本
国
内

で
そ
ぐ
わ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
り
、
長
年
に
わ
た

り
蓄
積
し
て
き
た
産
地
企
業
の
独
自
の
技
術
、
技

能
、
製
品
の
価
値
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。

そ
の
独
自
の
価
値
を
理
解
す
る
世
界
の
消
費
者

に
届
け
る
新
た
な
製
造
・
販
売
シ
ス
テ
ム
を
開
拓

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
適
正
規
模
・
適
正
利
潤
を

安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
松
井

ニ
ッ
ト
技
研
が
構
築
し
つ
つ
あ
る
「
世
界
の
顧
客

か
ら
適
量
発
注
を
引
き
寄
せ
国
内
で
生
産
し
輸
出

す
る
」
と
い
う
事
業
ス
タ
イ
ル
は
、
地
場
産
業
の

産
地
企
業
が
国
際
中
堅
企
業
へ
と
成
長
す
る
一
つ

の
重
要
な
道
筋
で
あ
る
。

（
に
し
ざ
わ
ま
さ
き
・
ア
ジ
ア
研
究
所
教
授
）
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